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第262図　遺構外出土土器（４）［後期中心］
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第263図　遺構外出土土器（５）［後期中心］

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第264図　遺構外出土土器（６）［後期中心］
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第265図　遺構外出土土器（７）［後期中心］

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－393－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



1039a

1039b

1035
1036

1037
1040

1038 1041

1042
1035～1038
1040, 1041

1039a, b, 1042

0 １：３ 10 ㎝

0 １：４ 20 ㎝

第266図　遺構外出土土器（８）［後期中心］
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第267図　遺構外出土土器（９）［後期中心］

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第268図　遺構外出土土器（10）［後期中心］

３　遺物

－396－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



1080

1088

1092

1096

1099

1103 1104

1108

1110 1111

1109

1105 1106

1107

1100
1101

1102

1097

1098

1093 1094 1095

1089 1090 1091

1084

1085

1087

1081
1082 1083 1086

1080～1101
1103～1111

1102

0 １：３ 10 ㎝

0 １：２ 10 ㎝

第269図　遺構外出土土器（11）［後期中心］

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第270図　遺構外出土土器（12）［後期中心］
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第271図　小形土器・ミニチュア土器

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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　（３）　土　製　品（第10表、第272 ～ 274図、写真図版209・210）

土偶（1151 ～ 1156）
　６点出土した。板状を呈し細く鋭い沈線で格子状の文様が施されたもの（1151・1152・1154・
1155）、棒状の四肢を持つもの（1153）などがある。
　1151は頭部の上面に施された刺突が眼・口を表現したように見える。1155は端部に一対の孔をもち、
腹部を表現したと思われる円形貼付の剥落痕が認められる。1154は埋設土器（RZ08）内部から出土
した。

鐸形土製品（1157 ～ 1174）
　18点出土した。全体形が釣鐘形を呈する本器種は、上端に作り出された鈕部の形状が舌状を呈する
ものと（1160・1165・1172）、鈕部の両端が角状に突出するもの（1162・1164・1166 ～ 1168・1171）
とに分けられる。鈕部には孔を持ち、正面から裏面へ向けて貫通するもの（1160・1164・1165・
1166・1167・1168・1171）がある一方、これらとは90°向きを違え両側面（1158・1162・1172）から
孔を穿たれたものがある。
　体部は沈線文による加飾が施されたものが多い。直線・弧線を用いた幾何文や、渦巻状・波濤状・
の意匠を表現したものなどがみられ、一部、平行沈線の間に刺突による列点文を持つものも含まれる。
沈線による描画や文様の割付に稚拙な印象を受けるものが多い。
　1163は内面に細い粘土紐による輪積痕が認められる。1167・1172・1174には内面にススの付着が観
察されるが、他の個体には認められなかった。
　出土地点は中央東部と中央西部の間の区域が空白域となっており、縄文時代後期初頭の遺構分布範
囲と合致する。

土製耳飾（1175）
　１点出土した。鼓形を呈する小形のものである。中心にごく細い孔を持つ。大形住居跡（RA12）
内に廃棄された縄文時代後期初頭土器とともに出土した。

土玉（1176・1177）
　２点出土した。1177は、縄文時代中期末葉の住居跡RA18の床面直上からの出土である。

環状土製品（1178 ～ 1181）
　いわゆる「腕輪」状およびそれに類するものである。４点出土した。完形個体は1178のみで、他は
破片資料である。1178は上面観が涙滴形を呈する。いずれも器面は無文である。

円盤状土製品（1189 ～ 1496）
　土器の破片に打欠きや磨り滅らし等の加工を施し、円形に整形したものである。308点出土し、こ
のうち23点を図示した。直径は2.2 ～ 5.6㎝で、3.5㎝前後のものが多い。大形住居跡RA12埋土からの
出土が68点と最も多く、RA14・15内とその周辺からは38個出土している。RA12の南東壁上部に重複
するフラスコ形土坑RD16（５点）や、その南方の南端斜面部に位置するRD06（４点）からも複数が
まとまって出土している。用いられる土器片は、縄文時代中期末葉～後期初頭と見られるものが多い。
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中央に孔をもつ1451・1454は胎土に繊維を含んでおり、時期を異にするものと思われる。

その他の土製品（1182 ～ 1188）
　1182は動物を模したかのような土製品である。頭部と思われる側を上に向け、背面を左、右側面を
中央、腹面を右にして図示した。下端部と左側面を欠損しており全体形は不明となっている。頭部中
央の上端には角状の突起を持ち、これが背面側へと反り返って、四つ脚の生物が顔を起こした様な形
に見える。また、頭部の左右隅には貫通孔が対を成している。左右の貫通孔の間には、表裏両面に沈
線による格子状の文様が描かれている。腹面側ではこの格子文の下に突起を持ち、頂部に加えられた
刺突によって口が表現されているかのようである。右側面には頭部の下に肩のような段差が観察され、
その先に腕（脚）が続くようにも思われるが欠損していて分からない。段差（肩）の付け根には、口
と同じような突起が左右対になってつけられている。土偶の乳房表現にも似るが、これが四肢を表し
ているのかもしれない。腹部全面は格子状文が描かれ、背面側には一本の正中線と、これから肩部へ
と延びる平行沈線が観察される。成形・加飾等、全体の調子は土偶や鐸形土製品に非常に良く似ている。
　1187は土器底部のようでもあるが、外縁には胴部への立ち上がりや、胴部破片が接合するべき割れ
口は認められない。内面に同心円あるいは渦巻文のような浮文が認められる。器面の調整はやや粗雑
である。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第272図　土製品（１）
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第273図　土製品（２）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第274図　土製品（３）
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　（４）　石器・石製品（第11表、第275 ～ 313図、写真図版211 ～ 234）

尖頭器・石鏃（1497 ～ 1988）
　Ⅰ　尖頭器　21点出土し、７点を図化した。分類・細分は以下の通り。
　　１ 　平面形は概ね柳葉形、断面形はごく薄い凸レンズ状を呈し、周到な細部加工剥離が表裏全面

に及ぶもの。
　　　1a　柳葉形。
　　　1b　狭い平基。
　　２　平面形は概ね柳葉形～細い木葉形。厚みがあり、細部加工剥離が周縁の一部に限られるもの。
　　　2a　細い木葉形でやや厚みがあり、細部加工剥離が周縁をめぐるもの。
　　　2b 　概ね柳葉形を呈するが細部加工は極めて限定的で、周縁に凹凸が目立つもの。未成品の

可能性あり。
　Ⅱ　石鏃　471点出土し、77点を図化した。分類・細分は以下の通り。
　　１　無茎鏃
　　　1a 　平面形は長二等辺三角形で基部の深い抉りをもつ。やや長い脚部が平行して下方にのび長

五角形を呈するものも含む。刃部加工がやや厚く、長軸付近に厚みをもつ。黒色～暗灰色の
頁岩を母材とする。

　　　1b　平面形は正三角形～二等辺三角形で、基部が平坦もしくはごく浅い抉りをもつもの。
　　　　1b 1　細部加工が表裏全面に及び、断面の薄いもの。基部下端は直線的か、ごく浅いＵ～Ｖ

字状の抉りをもつ。短寸の（正三角形に近い）ものは黒曜石・めのう製が多い。母岩サ
イズの規制によるか。

　　　　1b 2　平面形は二等辺三角形。全体的に縁辺の細部調整が不良。やや大振りで長軸付近に厚
みがある。1aの未成品か（石材も1aに共通する）。

　　　1c 　その他の無茎鏃（円基～凸基）。平面形は涙滴形～槍先形で、最大幅を基部寄りにもつ。
やや厚みがあるが、細部加工剥離は表裏ほぼ全面に及ぶ。

　　２　有茎鏃
　　　基部に茎をもつものである。細分無し。
　　３　菱形～棒状の石鏃
　　　3a　長菱形～柳葉形を呈するもの。
　　　3b　棒状を呈するもの。
　　４　未成品・欠損品
　　　4a 　未成品とおもわれるもの。全体的に整形が粗雑で細部加工剥離がほとんど認められず、周

縁の凹凸が目立つ。先端部及び基部は鋭さを欠き、小形の篦状石器様を呈する。
　　　4b　（分類項目廃止）
　　　4c　欠損等により形状不明なもの。

石匙（1989 ～ 2083）
　95点出土し、27点を図化した。分類・細分は以下の通り。
　１　いわゆる縦型石匙。長軸状に摘み部がつくられたもの。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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　　1a 　柳葉形の体部を持ち、表裏全面に細部加工剥離が及ぶ。断面形はごく薄い凸レンズ状を呈す
る。摘みは頂部がわずかに凹み、蝶ネジ様を呈する。

　　1b　刃部調整は片面に集中し、断面形はかまぼこ形～台形を呈する。
　２　任意の位置に摘み部を作出されたもの（素材形状を生かしたつまみ部をもつもの）。
　３ 　極小品。摘み部をもつが著しく小さく、他と同様の機能を持ちえない（非実用品？）とおもわ
れるもの。

石錐（2084 ～ 2102）
　19点出土し、７点を図化した。分類・細分は以下の通り。
　１　棒状の刃部を有するもの。
　　1a　摘み部をもつもの
　　1b　つまみを持たないもの。または欠損等により摘みの有無が不明なもの。
　２　素材縁辺の一部に、短く突出する刃部が作出されたもの。

篦状石器（2103 ～ 2204）
　102点出土し、23点を図化した。分類なし。平面形は撥形・涙滴形・長方形等。周縁からの整形剥
離は表面側に集中し、断面形は凸レンズ状・蒲鉾形・三角形を呈する。多くの場合、下端部にのみ、
裏面側への雑な剥離面を持つ。

削・掻器（2205 ～ 2297）
　93点出土し、34点を図化した。分類・細分は以下の通り。
　１　いわゆるエンドスクレイパー。短寸の縦長剥片の一端に急斜度の刃部が形成されたもの。
　２　素材縁辺に連続的な刃部をもつもの。
　　2a　素材縁辺に急斜度の連続する刃部をもつもの。片面加工で、大形（5㎝以上）が多い。
　　2b　円～楕円形を呈し、縁辺をほぼ全周する急斜度の刃部をもつもの。片面加工である。
　　2c 　縦長剥片の両側縁に急斜度の刃部を持ち、端部が尖頭状を呈するもの。片面加工である。石

匙の折損品含む可能性有。
　　2d 　素材剥片の縁辺に不連続な緩斜度の剥離が認められるもの。鋭利な素材縁辺をそのまま刃

部として使用した際の使用痕か。
　３　その他。折損等により細分不可のもの。他器種の一部含む可能性有。

接合資料・石核（2298 ～ 2303）
　接合資料は３点、石核は２点確認され、全点掲載した。2298は大形の竪穴住居跡RA12の壁際から
他の剥片とともにまとまって出土したものの一部である。

石斧（2304 ～ 2350）
　７点出土し、24点図化した。形態から以下のように分類・細分した。
　１　磨製石斧（弧刃・有稜）
　 　平面形は撥形。表裏両面・両側面および基部面はそれぞれの境界に形成した稜により区画される。
刃部は両刃で、左右対称の緩やかな弧状を呈する。
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　　1a 　緑色を基調とする頁岩・滑石等を素材としたもの。体部で折損するが、刃部の残存が極めて
良い。非実用品か。

　　1b 　蛇紋岩・ハンレイ岩・砂岩等、1aに比してやや荒い材を用いたもの。刃部の損傷（弾けや潰れ）
が顕著。刃部欠損後に敲石へ転用された例も目立つ。明らかに実用品。

　　　　2310は両端に敲打痕集中する。欠損後の転用とみられる。
　２　磨製石斧（円刃・無稜）
　 　平面形は刃部側がやや幅広い長楕円形。表裏面と両側面との間に稜が形成されず、断面形が扁平
な楕円形を呈する。両刃で、湾曲が強い半円状の刃部をもつ。
　３　擦切石斧
　 　表裏面の両側縁に残存する砥溝状の痕跡から、擦切技法によって分割されたと理解されるもの。
刃部は直線的で、左右非対称の斜刃となっている。刃部の作出は両面から行われてはいるが一方の
みを大きく減らした片刃風である。
　４　抉入石斧
　 　３によく似る（直線的・非対称の斜刃・片刃風）が、両側縁に対向する抉りを持つもの。片面が
平坦で、刃部形成のために減らされた反対面は丸みをもつ。基部側も刃部と同様の面が減らされ、
表裏面が稜を成して刃部状となっている。抉りは側縁の稜に直交するように平坦な面側に入れられ
ている。断面Ｖ字状の抉りの最深部がさらに一段深くなり、薬研状を呈する部分が見られる。着柄
のための紐擦れか。刃部は磨り減りによって鈍り、抉りと同様に平坦面側に、幅１㎜弱の線状痕が
顕著に認められる。加工対象物の痕跡とみられる。いずれも蛇紋岩製である。
　 　なお、2336は抉りを持たないが、基部が刃部状を成す点、刃部に線状痕が認められる点、蛇紋岩
製である点ほか、全体の印象も含め他の２点と共通点が多いことから本類に分類している。
　５　環状石斧
　 　ごく扁平な礫の周縁を加工して円形に整形し、中心に穿孔を施すもの。出土した２点はいずれも
製作途上で放棄されたものとみられ、周縁の一部に打ち欠き、中心部の表裏に未貫通の穿孔痕が認
められる。2339はRA19竪穴住居跡からの出土である。
　６　ミニチュア石斧
　 　長さ３㎝前後の、極小の石斧形石製品である。いずれも頁岩製である。2347は表裏に周縁からの
粗い剥離が観察され、凸部に磨擦痕、凹部に原面が残ることから、未成品と見られる。
　７　打製石斧
　 　周縁からの剥離によって全体形を斧形に整形したもの。2349は自然面を大きく残し、刃部の形成
に着手された様子も認められないことから、製作段階初期に放棄されたものとみられる。磨製石斧
の未成品の可能性もあろう。

石皿（2351 ～ 2389）
　大ぶりで扁平な礫の一面または両面に、磨擦によって皿状の凹面が形成されたものである。39点出
土し、16点図化した。80％が安山岩製である。
　2351は竪穴住居跡RA10及びRA12からそれぞれ出土した破片が接合したものである。いずれも埋土
の上半部からの出土である。2356は使用面（凹面）の周縁に明瞭に立ち上がる縁部が作り出されている。

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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敲磨器類（2390 ～ 2764）
　敲打・磨擦行為によると思われる痕跡を持つ礫である。375点出土し、54点図化した。分類・細分
は以下の通り。
　１　凹石
　 　敲打による凹部をもつもの。磨り・敲き等による面的な痕跡が重複するものも全て含めている。
分類は以下の通り。
　　1a　円～楕円形礫の中央部に凹部が形成されているもの。表裏に対応する凹部をもつ。
　　1b 　長楕円～棒状礫を素材とし、両端に寄った位置に凹部が形成されているもの。複数の凹部

が重複・連続して、溝状を呈する場合もままある。表裏に対応する凹部をもつ。
　　1c 　片手で取り扱うことが困難な程度の大きめの礫に、複数の凹部が散在するもの。表裏で対応

する凹部は認められない。
　２　スリ石
　 　いわゆる「特殊擦石」・「三角柱状磨石」。楕円・扁平・角柱・棒状等の自然礫の長軸に概ね平行
する稜を使用面とすることによって、細長い摩滅範囲が形成されているものである。この種の石器
の摩滅面には両側縁に剥離が発達する場合が多いが、本遺跡ではほとんど認められない。分類は以
下の通り。
　　2a　摩滅面が１箇所のもの。
　　2b　摩滅面が２箇所のもの。
　　2c　摩滅面が３箇所のもの。
　３　砥石　溝状の摩滅部を有するもの。
　４　磨石　円礫で、摩滅面の認められるもの。一部に敲打痕もつものも含む。
　５　敲石　長楕円～棒状礫で、敲打による潰れが集中する部分をもつもの。

石錘（2765 ～ 2798）
　扁平な礫の両側縁に打ち欠きを施し、対向する抉りを設けたものである。34点出土し、20点図示し
た。短軸上に抉りを持つものが大半だが、2781・2798など長軸両端が打ちかかれるものもわずかに認
められる。

石製品（2799 ～ 2815）
　2799はRA13張出部中央の下位から検出されたRD68から出土した異形石器である。RD68は墓壙と
みられることから副葬されたものであろう。
　2800は石棒である。扁平な棒状礫の一端に両側縁から対向する打ち欠きを施し頭部を表現したもの
とみられる。大形住居跡RA12内に形成された遺物集中面（人為的な黄褐色土上面）から出土したも
のである。2801・2802は整形加工痕と見られる擦痕が表面に観察される棒状礫である。
　2803 ～ 2814は円盤状石製品である。扁平な小形の礫の周縁に加工を加え、直径４～６㎝ほどの円
盤状に整形したものである。2806のみ径17㎝強と特別大きなものであるが、周縁加工による整形方法
が共通することからここに含めた。2803 ～ 2806の４点は大形住居跡RA12から出土したものである。
形状が類似する円盤状「土製品」もまたRA12に出土が集中することは興味深い。
　2815は土器埋設遺構RZ04の土器内下部に埋納された礫である。加工痕跡は認められないが、特殊
な意味を与えられた遺物と考えられることから図示することとしたものである。
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第275図　石器・石製品類（１）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－409－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



1562 1564 1565 1566

1567
1568

1569
1570

1573
1574

1575

1576

1588 1601

1608

1610

1628

1631 1638
1649

1651 1652
1655 1656

1582

０ ５㎝２：３

第276図　石器・石製品類（２）
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第277図　石器・石製品類（３）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

－411－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



1857

1888

1889

1901 1903 1945

1856

1846
1849

1851 1854

０ ５㎝２：３

第278図　石器・石製品類（４）
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第279図　石器・石製品類（５）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第280図　石器・石製品類（６）
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第281図　石器・石製品類（７）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第282図　石器・石製品類（８）
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第283図　石器・石製品類（９）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第284図　石器・石製品類（10）
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第285図　石器・石製品類（11）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第286図　石器・石製品類（12）
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第287図　石器・石製品類（13）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第288図　石器・石製品類（14）
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第289図　石器・石製品類（15）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第290図　石器・石製品類（16）
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第291図　石器・石製品類（17）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第292図　石器・石製品類（18）
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第293図　石器・石製品類（19）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第294図　石器・石製品類（20）
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第295図　石器・石製品類（21）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第296図　石器・石製品類（22）
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第297図　石器・石製品類（23）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第298図　石器・石製品類（24）
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第299図　石器・石製品類（25）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第300図　石器・石製品類（26）
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第301図　石器・石製品類（27）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第302図　石器・石製品類（28）
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第303図　石器・石製品類（29）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第304図　石器・石製品類（30）
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第305図　石器・石製品類（31）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第306図　石器・石製品類（32）
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第307図　石器・石製品類（33）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第308図　石器・石製品類（34）
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第309図　石器・石製品類（35）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第310図　石器・石製品類（36）
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第311図　石器・石製品類（37）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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第312図　石器・石製品類（38）
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第313図　石器・石製品類（39）

Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査
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　４　総　　　括

　（１）　縄文時代早期～前期の住居跡

住居跡の形態分類

　該期に帰属すると考えられる竪穴住居跡は計64棟検出されている。これらのうちの多くは、埋土の
識別の困難さと後世の流失等による残存状態の悪さから、全体形状が判然としない。だが、この中か
ら残存状態が幾分良好なものを抽出してみると、本章冒頭「１概要」に示したとおり、以下の３形態

（①～③）の存在を見出すことができそうである（第314図上段）。

　　①直径約５～６ｍの円～楕円形を呈するもの。
　　②一辺約３～４ｍの方形（隅丸方形）に近い形状のもの。
　　③柱穴状ピットが直線・Ｌ字状に連なり、概ね方形を呈するプランを持つ可能性があるもの。

　①を代表する例はRA41・RA42等である。住居の内側に傾く擂鉢状の柱穴が、壁面上端や壁直下に
巡る。底面に杭先痕のような小穴が残るものや、外側の壁面がオーバーハングするものが複数認めら
れることから、基部の尖った材を住居内側に傾けて据えていたと考えられる。これらの柱穴は壁際付
近に集中して分布するが、一重ではなく幾筋かの環状の列が若干ずれて重複しているようにも思われ
るため、竪穴本体に対する上屋構築が複数次行われた可能性を考慮する必要がある。炉は、長軸上で
はあるが床面中心からやや一方に偏ったところに設けられている。RA41では炉付近が浅い凹みとなっ
ており、周囲に杭穴状の小ピットを伴っていた。形態の類似するRA40でも長軸上の床面に深さ10数
㎝の凹部を伴っている。以上の特徴をまとめると、①は他より大きく径５～６ｍほどの規模を持ち、
壁際に内傾する柱穴が巡り、長軸上の床面に炉やそれに関連する凹部・小穴集中を持つ場合がある住
居であることが分かる。函館市中野Ｂ遺跡（Ⅲ）の住居跡H-408等に類似するものである。
　②は方形基調の平面形を持つものであるが、プラン全周が把握できるのは稀で、直線的な壁の一部
やそれらが交わるコーナー部が認識される場合が多い。以下、残存状態から全体形を認識できるもの
を細分してみたい。
　RA26 ～ 29は壁が全周残存する。平面形はやや歪んだ隅丸方形で、平坦な床面を持ち、炉・柱穴は
検出されない。〈←これらを②-1とする。〉
　RA52も同様に全周残存している。平面形は隅丸方形、床面は中央に向かって皿状に深くなる。柱
穴は壁直下に杭穴状の小穴が巡り、さらにその外側にも部分的に柱穴状ピットの配置が認められる。
炉は、床面中央付近の焼土に加え、壁の一部がテラス状に張り出し（あるいは壁際床面の一部が高め
られ）、その上面に焼土が生成している。上面に焼土が生成したマウンド状の高まりを壁際に持つ例
はこのほかにも複数認められる（RA73・78・83・85・88）。〈←②-2とする。〉
　RA37は不手際によって壁の一部を破壊してしまったものだが、本来は全周残存したものである。
他と異なり、ほぼ直立するしっかりした壁面と、全面が硬化・白色化した平坦な床面を持つ。柱穴は
検出されなかった。規模が異なるがやや大形の長方形住居RA36は、壁・床面・柱穴のあり方が共通
している。〈←②-3とする。〉
　③は柱穴の集合体として調査時に存在を認識したが、複雑な重複のために個別の住居に分解・整理
し記録することができなかった。さらに調査後の検討も十分に行えなかったため、本書中では個別検
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出の柱穴群として掲載せざるを得なかったものである。複数の柱穴が布掘り状に直線的に連続、また
Ｌ字状に屈曲する部分も認められた。柱穴は垂直に掘り込まれ、深さ・間隔は一定でない。これらの
柱穴はほぼ純粋なⅤａ層土で満たされ、縄文時代中期末葉以降の遺物を含まないことから、遺構の年
代観を概ね縄文時代早期中葉～前期前葉と判断しここに含めている。

Ⅴａ層土の堆積状況と先後関係

　ところで、③の柱穴群は①・②との重複部においては確実にこれらを切っており、層位的に①～③
のうち最も新しい段階に位置づけられることが確認されている。Ⅴａ層は濁りのほとんどない真っ黒
な土層であるため下位土層との識別が容易であり、①・②の堆積層においてもその有り様は明瞭に観
察することができた。以下では、埋没過程のどの時点で、どのような流入の仕方をしているかに着目
して、①～③の大まかな先後関係を検討してみたい。
　住居内堆積層におけるⅤａ層土のあり方は、概ね次の3つに分けることができる（第314図下段）。
　　ａ．Ⅴａ層土が攪乱部を除いて全く含まれず、Ⅴｂ～Ⅵ層類似土が堆積するもの。
　　ｂ．埋土上部～中部に純粋なⅤａ層土が流入しているもの。
　　ｃ．純粋なⅤａ層土のみ、またはⅤａ層土主体の混土層が最下部から堆積するもの。
　この分類にしたがって①～③を見てみると、①の住居跡のほぼ全てで「ｂ」の堆積状況が観察され
ている（RA40の１層、RA41の２層、RA42の１層等）。埋土下部にⅤｂ層主体の明るい土層が堆積し
た後、凹地となった上部に自然流入した状況を見ることができる。
　②の住居跡については、先の形態細分ごとに見てみたい。②-1は全てが「ａ」の堆積状況を示して
いる。②-2は「ｂ」あるいはその可能性があるもので占められている。②-3は初段階からⅤａ層土の
堆積が始まったことを示す「ｃ」に分類された。
　よって、層位的事実に基づいた観点からは、最古段階が②-1、次が①及び②-2、最新段階が②-3及
び③という結果が導き出された。
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別表１　縄文時代早期～前期住居跡一覧

平面形 規模
（ｍ）※ 炉 柱穴 備考 住居

形態
Ⅴa層の
堆積様相

住居跡内 出土土器
中葉 後葉～末葉 前期初頭～前葉

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ （Ⅵ） Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ Ⅺ Ⅻ ⅩⅢ ⅩⅣ ⅩⅤ ⅩⅥ （ⅩⅦ）
RA16 楕円 3.6 壁際？ b
RA17 楕円 （2.8） 中央 ① b
RA19 楕円 4.7 中央 壁際？ ① b ○ ○ ○ ○ ○
RA20 円～楕円 6.0 中央？ ① b ○ ○ ● ● ○ ○
RA21 楕円 3.6 中央～壁際 ①? a? ○ ○ ○
RA22 楕円 3.0 a? ○
RA23 楕円 （3.3） 中央低い a ○ ○
RA24 方～楕円 （2.5） 中央 中央低い ①? b? ● ○
RA25 方～楕円 3.2 b? ○
RA26 方形 3.0 ②-1 a
RA27 方形 3.5 ②-1 a
RA28 方形 2.5 ②-1 a
RA29 方形 2.8 ②-1 a ○
RA30 方～楕円 4.0 a? ○ ○ ○ ○
RA31 方形 3.2 壁際・隅 ② a ○
RA32 楕円 3.6 b ○ ○ ○
RA36 長方形 7.1 やや大形 ②-3 c
RA37 方形 2.8 ②-3 c ○ ○
RA38 方～楕円 4.5 ●
RA39 （2.1）
RA40 楕円 6.6 中央？ 壁際？ 中央ピット状・重複か ① b ○ ○ ○

RA41 楕円 6.2 中央
小穴付属

壁際
内傾 中央低い ① b ● ● ○

RA42 円 4.5 中央 壁際
内傾 ① b ○ ○ ● ○ ●

RA43 楕円？ 4.6
RA44 2.8
RA45 方形 3.1 壁際 ② b?
RA46 3.8 b?
RA47 方形 3.7 中央 中央低い ② b? ● ●
RA48 方～楕円？ 2.3
RA49 方～楕円？ 3.5
RA50 方～楕円？ 3.5
RA52 方形 5.2 中央・壁際 壁際 壁際テラス状 ②-2 b? ○ ○ ○
RA53 円～楕円 4.7 ①? ○ ●
RA54 円～楕円？ 4.3 ①? b?

RA55 円 5.9 壁際
内傾？ ① b ○ ○ ●

RA56 楕円 5.0 中央
小穴付属 ① ○ ○

RA57 方形？ 3.1 ②? a ○
RA58 円～楕円 5.4 壁際？ ① ○ ○
RA59 楕円？ 5.1 ①? ○
RA60 楕円 6.0 壁際？ ① b ● ○ ○

RA61 方形 2.8 壁際
隅？ 隅部ステップ状 ② b?

RA62 楕円 4.5 a
RA63 楕円？ 壁際？ ①? ○
RA64 方～楕円？ 4.4 ○ ●
RA65 楕円 5.5 壁際？ ①

RA66 楕円 中央？
小穴付属 壁際？ ①? b ○ ○

RA67 楕円 4.5 壁際 ①?
RA68 ○ ○

RA69 楕円 大形炉穴？
（RD77） 壁際？ RD77伴うか ①? b ○ ○

RA70 方～楕円？ ①? b ○ ○
RA71 楕円？ 壁際 ①? b? ○
RA72 方～楕円？ 壁際 壁際？ 壁際マウンド状 ②? b? ○ ○
RA73 方形 2.9 壁際 壁際マウンド状 ②-2 b ○
RA74 方～楕円？ 壁際 ②
RA75 楕円？ ○ ●

RA78 方形 壁際 壁際
隅 壁際マウンド状 ②-2 b? ○

RA79 円～楕円？
RA80 楕円？ 壁際 ①? ○ ○
RA81 4.7 ○ ○
RA82 楕円 4.3 壁際 ①? b? ○
RA83 方形？ 壁際 壁際マウンド状？ ②-2 ○
RA84 方形 ②
RA85 方形？ 3.0 壁際 壁際マウンド状 ②-2 b?
RA88 方形？ 壁際 壁際マウンド状 ②-2

※　最大計測値または根拠ある推定値　（　）内は残存値 　●　　床面出土等、住居に帰属すると思われる土器
　　　　掲載可能な出土土器のない住居跡
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土器型式と年代測定値から見る遺構の帰属時期

　別表１は、上で検討した住居形態分類、Ⅴａ層土堆積状況分類に加え、各住居跡の出土土器を群（型
式）別に示したものである。表中の●は床面出土等、遺構に伴う可能性がより高い土器を示したもの
である。ここでは放射性炭素年代測定結果と合わせて遺構の帰属時期について検討したい。
　①の住居跡に帰属すると思われる土器はⅡ群～Ⅸ群までとばらつきがあるが、①の典型である
RA41にⅢ・Ⅳ群、RA42にⅣ・Ⅴ群が伴うように、概ね早期中葉のⅢ～Ⅴ群に集中する傾向が認めら
れる。RA40の年代測定値は7870±40yrBP、RA41が8000±40yrBPとされている。
　②-1ではRA29からⅥ群の土器片が出土しているが、出土状況から遺構に伴うものかは定かでなく、
土器からの時期決定は難しい。なお、②のうちで堆積状況が同じく「ａ」のRA31の年代測定値は
9890±50yrBPとされ、早期の古段階に位置づけられる。
　②-2からの出土遺物はⅢ～Ⅶ群に渡る。遺構に伴うことが確実な資料は示せないが、概ね早期中葉
後半に位置づけられるだろう。
　最新期の②-3に位置づけられるRA37からはⅩⅤ群（大木２ａ式併行）の資料が出土している。同
じく②-3に属するRA36から採取した木炭粒は5450±30yrBP（前期前葉頃）との結果を得ており矛盾
しない。
　③の帰属年代を示す遺物は得られていないが、概ね②-3に近い時期を与えて大過ないだろう。
　このように、Ⅴａ層土の堆積状況から仮定した各住居形態の先後関係は、出土土器の年代観や放射
性炭素年代測定値と矛盾しないことが理解される。

ま　と　め

　以上の通り、住居の形態、Ⅴａ層土の堆積状況、出土土器の型式、放射性炭素年代測定値の検討の
結果、本遺跡において検出された縄文時代早期～前期の住居跡は次のように整理される。
　　　　　　早期前葉～中葉　住居形態②-1〈方形〉
　　　　　　早期中葉　　　　住居形態①　〈円～楕円形〉
　　　　　　　　　　　　　　住居形態②-2〈方形〉
　　　　　　前期前葉　　　　住居形態②-3〈方形〉
　　　　　　　　　　　　　　住居形態③　〈方形？〉
　個別の住居については別表１、及び各遺構の事実記載を参照されたい。
　本遺跡における該期住居跡の多くが住居形態①及び②-2に分類されたことは、出土土器の大半を早
期中葉の土器が占めている事実と良く整合する。本遺跡が早期中葉を主に、その前後に渡って断続的
に居住の場とされた実態が把握できた。
　課題として残るのは、形態が異なる①と②-2との先後関係について明確な根拠を持って示すことが
できなかったことである。調査時には①に堆積するⅤａ層土範囲が明瞭に検出され、その精査後に
②-2が検出される例が多かった。そのため①が先行するという解釈も成り立つが、両者が一部併行す
る可能性についてここでは否定せずにおきたい。
 （村上）
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　（２）　縄文時代早期の土器について

　Ⅰ群土器は大新町ａ式に比定される土器である。当該期の遺構は確認されていない。
　Ⅱ群土器は東北北部の「根井沼式・寺の沢式」に比定される土器である。文様帯はⅠ帯（口唇～口
縁部：区画帯）、Ⅱ帯（口縁部～体部上半：主要文様帯）、Ⅲ帯（体部中間～下半：区画帯）、Ⅳ帯（体
部下半～底部）に分かれ、Ⅱ帯（主要文様帯）は他の文様帯より広くなっている。口縁形状は２もし
くは３ａで外削状を呈するものが多い。Ⅱ帯に沈線文による幾何学的な文様が描かれるｂ類とｆ類の
一部は根井沼式と、Ⅱ帯に単純な貝殻文主体の文様が重層的に描かれ、Ⅱ帯の幅がやや狭いｅ類は寺
の沢式と併行する可能性が高い。ａ類は単純な文様で構成されるのは寺の沢式に類似するが、Ⅱ帯の
幅がかなり広く、根井沼式の要素も合わせ持つ土器と考えられよう。ｃ類はⅠａ帯（外削状の口唇に
施文される文様帯）及びⅡ帯の特徴から根井沼式に類似するが、沈線文を用いない点で相違が見られ
る。ｄ類はⅡ帯の検討はできない。ＲＡ31・60が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅲ群土器は東北北部の「物見台式」に比定される土器である。文様帯はⅠ帯、Ⅱ帯、Ⅲ帯、Ⅳ帯に
分かれる。Ⅰ帯はｂｃ類では不明瞭になっており、Ⅱ帯と一体化しているものも存在する。ａ類は枕
木状隆帯文を施すこと、文様の変化点に刺突文を施すこと、波状口縁を呈し、口唇内部に貝殻圧痕を
施すこと、など物見台式の要素を強く持つ土器である。ｂ類のなかでは、②は２点と少ないが、沈線
に沿って片羽状に施される貝殻文は明神裏Ⅲ式にも見られる特徴で、明神裏Ⅲ式の影響を受けた可能
性が想定される。また、①の一部や③は砲弾形の物見台式の一群と共通する要素が窺える。ｃ類はａ
類隆帯が沈線に置換されたもので、物見台式の影響を強く受けた土器である。類似する資料が青森県
六ヶ所村の千歳（13）遺跡から出土している。ＲＡ23・30・78が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅳ群土器は東北北部の「鳥木沢式・蛍沢ＡⅡ式」、東北南部の「常世式」に比定される土器である。
施文具の組み合わせによりａ～ｍの13類に細分した。文様帯はⅠ帯、Ⅱ帯、Ⅲ帯、Ⅳ帯に分かれるが、
ａ類の一部を除くと、Ⅰ帯とⅢ帯はⅡ帯と一体化しており、Ⅱ帯、Ⅳ帯の単純な構造となる傾向が強
い。また、単純な文様構成をするものはⅡ帯が狭くなる傾向が強い。口縁は波状を呈するものが主体
で、口縁形状はｂ類で口縁形状１の割合が高まるが、ほとんどの細分で口縁形状２が中心となる。ａ
類はⅡ帯に半截竹管による沈線文を主体的に用いており、常世式の要素を強く持つ土器である。その
他に、ａ類の一部にはⅢ群の影響を強く受けた一群（607等）があり、この一群にはⅠ帯とⅢ帯が存
在している。ｂ類は、ａ類と同様の半截竹管による沈線文を横位に展開する一群と貝殻文と沈線文を
重層的に施文する一群が存在する。前者は常世式に、後者は蛍沢ＡⅡ式に併行する可能性が高い。ｃ
類は口縁と並行に文様を重層的に展開するものが主体である。この中で、櫛歯状工具を用いたものが
あり、これらは常世式の影響を強く受けた土器と考えられる。ｇ類はⅡ帯に単純な文様で構成される
ものが多いが、678のように貝殻圧痕により幾何学的なモチーフを描くものも存在する。本類は鳥木
沢式の要素を持つ土器である。ｈ類は本群の基本的な施文具であるため、詳細な分離は困難であった
が、矢羽根状を呈するものは蛍沢ＡⅡ式の影響を強く受けた土器と考えられる。ｉ類は刺突文のみの
ものである。多様な工具が利用されているが、櫛歯状工具を用いる一群は常世式に併行する可能性が
高い。この他、712は上面観及び体部断面形が四辺形を呈する特殊な資料である。鳥木沢式、蛍沢Ａ
Ⅱ式、常世式にはこのような器形の土器は確認できない。東北北部では、吹切沢遺跡出土資料に上面
観四辺形、体部断面形円形の土器が１点確認できるのみである。平底であるが、四辺形を呈する土器
が、南九州の貝殻文系土器に見られる。ｌ類は押引き文のみのものである。押引き文は鳥木沢式や蛍
沢ＡⅡ式ではあまり確認されない要素であるため、本類は常世式と関連がある土器と捉えている。特
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に、櫛歯状工具を用いるものは常世式の影響を強く受けている可能性が高い。ｆ類は全体の様相は不
明であるが、櫛歯状工具による沈線文が特徴的に施文されており、常世式に併行する可能性が高い。
施文具の関係上、細分したが、ｄ・ｅ・ｊ・ｋ・ｍ類は出土数が少なく、断片的な資料が多いため詳
細は不明である。ＲＡ21・22・24・25・40・41・57・58が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅴ群土器は東北北部の「吹切沢式」、東北南部の「大寺上層式」に比定される土器である。文様帯
はｄ類以外では、Ⅱ帯、Ⅳ帯の単純な構造をしている。Ⅱ帯は広いものと狭いものの両者が存在する。
口縁は、ｂ類で波状縁が優位であるが、その他では平縁の比率が高くなっている。口縁形状はａ・ｅ
類で口縁形状４が一定比を占めるようになり、ｂ類では圧倒的に口縁形状１が多い。ａ類は、Ⅱ帯の
文様は同種のものが重層的に施文されるものと、数種類の施文具を重層的に施文するものがある。基
本的にⅣ帯は無文であり、大寺上層式の影響を受けた土器と捉えられる。ｂ類は、Ⅱ帯の文様はａ類
と類似しており、大寺上層式の影響を受けたものと考えられるが、748のように貼付帯を持つものが
あり、吹切沢式の要素を持つものも少数ながら存在している。ｃ類は刺突文と沈線文により文様を構
成するものである。Ⅳ帯の文様の有無は不明であるが、貼付帯を有しており、吹切沢式の要素を持つ
土器である。ｄ類は隆帯を施す一群である。本類のみⅠ帯があり、絡条体圧痕や貝殻圧痕が施される。
大寺上層式に隆帯を施す土器が確認できず、吹切沢式の影響を受けた土器と考えられる。ｅ類は絡条
体圧痕を施すものである。ａ・ｂ類と同様、Ⅳ帯は無文となる傾向が強く、大寺上層式の影響を受け
た土器と考えられる。ＲＡ20・38・42・47・52・71・75が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅶ群土器は東北北部の「ムシリⅠ式」、東北南部の「槻木１式」に比定される土器である。文様帯
はａ類でⅠ帯、Ⅱ帯、Ⅳ帯、ｂ・ｃ類でⅡ帯、Ⅲ帯、Ⅳ帯と分かれるが、全体の様相を窺える資料が
少ないため、明言は避けたい。口縁は平縁を主としながらも、波状縁も確認される。口縁形状は２が
主体である。ａ類は沈線文と細隆起線文の組み合わせにより文様を構成するものである。沈線文はム
シリⅠ式で良く使用される文様要素、細隆起線文はムシリⅠ式、槻木１式で使用される文様要素であ
るが、両者を組み合わせて文様要素とするものは確認できない。本類の土器が両者の影響を受けてい
る可能性が高いが、類似している資料が、栃木県宇都宮市大志白遺跡から出土しており、北関東の影
響を窺わせる貴重な資料である。ｂ類は多種の沈線が使用され、単純な文様で構成されるものを主と
しながらも、778の様に幾何学的なモチーフを描くものも見られる。ムシリⅠ式で多用される文様要
素で、強い影響を受けているものと考えられる。ｃ類はⅡ帯に多様なモチーフを描いている。ムシリ
Ⅰ式、槻木１式ともに、細隆起線文を文様要素とするが、後者で多用されることが多く、槻木１式の
影響を強く受けているものと捉えられる。ｄ・ｅ類は出土数が少なく、断片的な資料が多いため詳細
は不明である。ＲＡ19・32・53・56・64・70・72・73・83が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅷ群土器は幅５㎜前後の太い沈線文を特徴とする「売場Ⅷ群」に比定される土器である。
　Ⅸ群土器は「赤御堂式」に比定される土器である。ａ類は隆帯、沈線文が施され、本群でも古い要
素を持つものである。ｂ類は内面に条痕文が施されるものである。赤御堂式中段階の要素を持つ土器
である。ｃ類は内外面に縄文が施文される。ＲＡ55・69が当該期に帰属する可能性がある。
　Ⅹ群土器は綾杉状の縄文が施文される特徴から「早稲田５類」に比定される土器である。
　Ⅺ群土器は地文の縄文に、連弧状の曲線的な沈線文が施される特徴から「表館Ⅹ群」に比定される
土器である。
　このように、多様な型式の遺物が出土したが、層位的に分離することは困難であった。今後、層位
的な事例が確認され、これらの土器群の本地域における先後関係が解明されることを期待したい。
 （北村）
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第315図　Ⅱ群～Ⅳ群土器

－454－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



Ⅳ　芋田沢田Ⅳ遺跡の調査

第316図　Ⅳ群～Ⅴ群土器

－455－

W:210mm H:297mm
0  CIE:0 RGB:0SPT:
0  OPN:0  OPS:0NON:



４　総括

第317図　Ⅶ群～Ⅺ群土器
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　（３）　縄文時代後期初頭～前葉の遺構について

①敷土・配石・「柄鏡形」遺構

　縄文時代後期初頭～前葉の遺構群は、早期のそれと相並び本遺跡の主体をなしている。該期を迎え
た頃の調査区内は、RA12大形住居跡を筆頭に複数の竪穴住居等からなる中期末葉の集落が廃絶し、
半ば埋没が進んで凹地が点在する空間となっていたと考えられる（註１）。ここに新たに展開したのが、
竪穴住居・方形柱穴列・土坑・土器埋設遺構等で構成される構築物群である。これらのうち、とりわ
け目を引くのは、列状の配石と黄褐色土の敷き均しが施されたRA13・RB01等の特異な遺構である。
以下、これらの特徴的な遺構について若干の検討を加えたい。
　調査の序盤、調査区中央西部のⅣ層下部～Ⅴａ層（いわゆる黒ボク土）上面において、焼土の周囲
に広がる黄褐色土範囲が複数並んで検出された。このうちの一つが、黄褐色土範囲の縁部に列状の配
石を伴うRB01であった。RB01は６つの大形柱穴からなる方形柱穴列である。堆積状況の細かな検討
により、本遺構が〈柱穴掘削・柱材設置〉→〈柱材抜去〉→〈敷土・配石〉→〈敷土上面での燃焼行
為〉という経過をたどっていることが判明した。この検討結果は、本遺構に柱材が立ち上げられてい
た段階には敷土・配石は未だ存在せず、また、敷土・配石・燃焼行為がなされた段階には既に柱材が
存在しなかったということを明確に示していた。ここに、柱列（建物？）段階と、敷土・配石以後の
段階とを分離して考える必要が生じたわけである。以降、本遺跡における他の黄褐色土範囲の精査に
際しては、黄褐色土の敷き均し行為がどの段階で行われているかについて、特に注意を払った検討が
求められることとなった。
　注目すべきもう一つの遺構として挙げたRA13は、環状の配石列と張出部からなる、いわゆる「柄
鏡形」の平面形をもつものである。柄鏡形の遺構については、「住居跡」とする報告事例の増加もあ
り、配石と形状をもって特異とするのは適当でない。だがRA13は、RB01と同様黄褐色土による敷土
を伴っていた。このため、上記の方形柱穴列と同様、敷土・配石がどの段階で施されているかが重要
な検証課題の一つとなった。結果、敷土層を鍵とした精査により、敷土及び配石と、それ以外の構成
要素との先後関係が把握された。張出部中央の墓壙RD68をはじめ、本体北縁礫の下位に小形鉢を埋
設したRZ12、本体内部のRD62・RD69が、敷土・配石行為に先行する要素であることが確認された
のである。ただし、先行するとはいえ、これらはいずれもRA13の主軸上の要所に位置するものであり、
当然RA13の設計構想に当初から織り込まれていた要素と見なすべきものである。一方、敷土・配石
行為の後、すなわち全体形の完成以降に位置づけられるのが、本体中央付近に生成した焼土と、敷土
層・配石列を壊して、本体と張出部の接続部に寄り添うように掘り込まれた楕円形土坑RD51である。
この二つもまた、RA13の要所を意識した配置がされていることから、本構築物が完成後に付与され

4 4 4 4 4 4 4 4

た機能と性格
4 4 4 4 4 4

に基づいて、設けられたものと考えられる。つまりRA13に付属する諸要素は、工程上
の先後はあるにせよ、RA13そのものが有する性質と極めて深い関連をもつものであり、それゆえ逆に、
付属要素から本遺構の本質を洞察することも十分に意義あることとおもわれる。
　ところで、付属要素の位置づけは上に述べた通りであるが、RA13の検討に際し最も苦慮したのは、
果たしてこれが「住居跡」であるか否かという課題であった。精査の当初からこの難題を念頭に置き、
否、むしろ住居である根拠を見出すことを目的に検討を重ねたとも言って良い（註２）。しかしながら、
RA13の精査所見〔全体構造と上屋の有無〕で述べたように、種々の観察事項を勘案の末、竪穴住居
とは性質を異にする遺構の可能性が極めて高いという結論を得るに至っている（註３）。
　では、RA13・RB01をはじめ、敷土・配石を伴う遺構は、該期遺構群の中にあってどのような位置
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づけを与えられるべきものだろうか。該期の他の住居跡・方形柱穴列を含めて比較検討を行ってみた
い。
　まず、「RA」（住居または住居状）とした一群を、形態から次のように分類した（別表２〈形態分類〉）。
　　　ａ類．柄鏡形。炉・柱穴を持たない。
　　　ｂ類．柄鏡形。しっかりとした石囲炉と柱穴、溝状の対ピットを持つ。
　　　ｃ類．円～楕円。壁・床面が不明瞭。柱穴存否不明。
　　　ｄ類．円～楕円。壁・床面の識別容易。柱穴存否不明。床面上に石囲炉を持つ。
　ａ類はRA13のみ。ｂ類は柄鏡形の住居跡

4 4 4

とすべきもので、RA76・77・86が該当する。ｃ類はいず
れも敷土範囲として検出されたRA07・08・10・11。ｄ類には一般的な竪穴住居のRA06・14・33 ～
35が該当する。各分類に対し、敷土・配石はどのようなあり方を示すだろうか。
　ａ類と同じく柄鏡形を呈するｂ類は、流失・削平の影響により敷土の有無は不明だが、RA86では
張出部の溝状対ピットの埋土最上部に礫が据えられていた。溝状ピットの埋土は全体に締まりを欠き
上部から下部まで一様であったことから、廃絶後、ピット内部の何らかの材が除去された後に開口部
付近に礫が設置されたものとみられる。よって本構築物が本来有した機能（ここでは家屋としての）
を失った後に、配石が施された可能性をもつ事例と考えられる。ｃ類は黄褐色土が敷き均された範囲
として検出されたもので、敷土の周縁付近には配石痕跡の可能性をもつⅢ層土ピットが点在する。敷
土層の下面には焼土の生成が認められる（RA10は石囲炉もつ）ことから、燃焼行為を伴う施設とし
ての機能が廃された後に、敷土行為が行われたことが理解される。一方、一般的住居跡とみられるｄ
類では、敷土・配石行為の痕跡は確認されなかった。

４　総括

別表２　後期初頭～前葉の住居跡・住居状遺構・方形柱穴列比較表

形状 形態
分類

機能
転換 規模（ｍ）※1 配石 配石

痕跡 敷土 焼土（炉） 焼土
生成面

柱穴
有無

桁×梁
芯-芯（ｍ）※２ 柱穴径（㎝） 備考

RA13 柄鏡 ａ ハ 11.3×8.8 ○ ○ 黄色
褐色 単？ 敷土上 ×

RA76 柄鏡 ｂ イ? （6.9×5.5） ？ ２連（石囲炉含） 床面上 ○ 径40・深50 埋土残存せず敷土の有無不明

RA77 柄鏡 ｂ イ? （6.3×5.0） ？ 単（石囲炉） 床面上 ○ 径60・深70

RA86 柄鏡 ｂ ロ （7.4×4.6） ○ ？ × ？ ○ 径50・深70 張出部溝状掘込みに立石
炉未検出は削平によるか

RA07 円～楕円 ｃ ロ 5.2×4.6 ○ 褐色 ２連 敷土下？ ？ 焼土生成面は褐色土上面の可能性有

RA08 円～楕円 ｃ ロ （4.6） ○ 褐色 ２連 敷土下？ ？ 焼土生成面は褐色土上面の可能性有

RA10 円～楕円? ｃ ロ 5.6×4.9 ○ 褐色 単（石囲炉） 敷土下 ？ 敷土範囲に不整張出部有

RA11 円～楕円 ｃ ロ 7.3×6.1 ○ 褐色 ２連？ 敷土下 ？

RA06 楕円？ ｄ イ （4.2×2.6） ○ × 単（石囲炉） 床面上 ？ 床面硬化

RA14 楕円？ ｄ イ 5.3×4.4 × 単（石囲炉） 床面上 ？ 帰属柱穴の識別困難
一対の溝状ピットもつか

RA33 楕円 ｄ イ 4.2×3.8 × 単（石囲炉） 床面上 ×

RA34 楕円？ ｄ イ （3.6×3.2） × 単（石囲炉?） 床面上 ×

RA35 楕円？ ｄ イ （2.9×2.5） × 単（石囲炉?） 床面上 ×

RB01 円～方形 ロ 5.7×5.4 ○ ○ 黄色 2連 敷土上 ○ 4.2×3.0 径80・深120

RB02 円～方形 ロ 5.2×5.0 黄色 単 敷土上 ○ 2.7×2.1 径80・深130

RB03 円～方形 ロ 4.3×4.2 黄色 単 敷土上 ○ 2.1×1.8 径80・深130 下位のRD63上部に敷土層が連続す
る

RB04 円～方形？ ロ （2.8×2.5） 黄色 ？ ？ ○ 1.8×1.8 径80・深70 柱穴底面径小さい

RB05 円～方形？ イ? （3.4×3.2） ？ ？ ？ ○ 2.7×2.6 径58・深70

RB06 円～方形？ イ? （3.0×2.9） ？ ？ ？ ○ 2.4×2.1 径80・深40 柱穴底面径小さい

RB07 円～方形？ イ? （3.4×2.7） ？ ？ ？ ○ 2.7×2.0 径80・深110

RB08 円～方形？ イ? （2.8×2.7） ？ ？ ？ ○ 2.1×2.1 径60・深70

※１　（　）内は残存部から計測した最小値
※２　桁×梁は芯-芯の推定値
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　同様の観点から「RB」（方形柱穴列）を見てみよう。RB01が６本柱、その他は全て４本柱である。
このうち敷土層が確認されたのはRB01 ～ 04（註４）である。RB01 ～ 03は敷土範囲の下位にプラン全
体を掘り下げた竪穴状の掘方を持っている。掘方の埋土と底面の境界は不明瞭で凹凸があり住居のよ
うな床面は想定し得ない。土層断面を見る限り、この掘方は柱材設置時に柱穴と同時に埋め戻された
と考えられる。その後柱材は撤去され、プラン全体が敷土層に覆われる、という経過をたどっている。
また、敷土層上面の中央部に焼土が生成していることも重要な共通点である。敷土を伴う方形柱穴列
の柱穴が、他より大きく深い傾向があることにも注意すべきであろう。
　以上を整理すると、当該遺構群は敷土層・配石の有無でまず二分され、さらに、敷土層の下位に、
これに先行する構築物の痕跡があるか否かでわけられることとなる。
　つまり、本遺跡の該期遺構には、
　　（イ）．第一の機能・性格を全うし廃絶。放置の末、埋没したもの。敷土・配石なし。
　　（ロ）．第一の機能・性格が廃された後、敷土行為を境に第二の機能・性格が与えられたもの。
　　（ハ）．（ロ）における第二の機能・性格を、当初から付与され新設されたもの。
が、それぞれ存在することが分かる（別表２〈機能転換〉）。特に（ロ）では、敷土・配石行為が、構
築物の機能・性格付けの転換、あるいは一連の行為における次段階への移行の契機とされていると考
えることができそうだ。
　では、敷土・配石行為によって付与される第二の機能・性格とは何か。それを純粋に示すのは唯一

（ハ）に属するRA13にほかならないだろう。全体形の要所を選び、敷土・配石行為に先んじて設けら
れた土坑や埋設土器、とりわけ張出部中央に本体の長軸に向きを揃えて設けられた墓壙RD68（註５）が、
RA13構築の直接的要因を示していると考えることに
無理はないように思われる。被葬者の発現を以て、敷
土・配石による当該構築物が起工されたとは考えられ
ないだろうか。埋葬・葬送・儀礼祭祀の場としての性
格を与えられていたとしたら、後に追加されたRD51
の存在も肯けるのである。
　ただし、この事例をもって「柄鏡形」遺構イコール
埋葬・祭祀施設と断ずる短絡は避けなければならない。
上に示したｂ類が併存する事実や他遺跡の類例から、
上屋を有する（居住？）施設の一形態として「柄鏡形」
が存在したことは明らかだからだ。ここではあくまで、
本遺跡における敷石・配石行為の発端に「死」が関連
するのでは、という仮定にとどめ、もう少し検討を進
めてみたい。

②類例の検討（第318図）
　県内においても溝状の対ピットが本体から張り出す事例は比較的多く検出されており、該期住居の
一形態として特異な存在ではない。同様に配石を伴う柄鏡形遺構も類例が増加しつつあり、近隣諸県
も含め、該期の集落に同種の遺構が伴う事象は一般的となってきている。時間的な制約から個別の遺
構を列挙する余裕がなくなってしまったが、ここで、壁際に配石が巡る竪穴住居跡のうち、上の（ロ）
及び（ハ）に該当する可能性を持つ事例を検討してみたい。
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　（ロ）に類するとする判断材料は、下位に先行する遺構（住居跡）があること、その跡地に礫が据
えられていること等である。第318図に挙げた馬立Ⅱ遺跡（二戸市）ＣⅢｊ５配石遺構は、本体外縁
に環状に配石が巡り、ハの字に突出する張出部を持つものである。本体内部の張出部寄りにも礫の集
中が見られ、その下位から焼土が検出されている。報文ではこの焼土が伴うか否かについての判断が
留保されているが、炉の上部が大形礫に覆われている点を見れば、廃絶後の配石の可能性は十分にあ
るだろう。また下嵐江Ⅰ・Ⅱ遺跡（奥州市胆沢区）（註６）では、石囲炉と壁溝・壁柱穴を持つ方形基調
の竪穴住居（ＳＩ２）が廃絶したのち、床面上に約10㎝の厚さで土を敷き均し、内部に再び石囲炉を
設け、壁際に礫を配した住居状の遺構（ＳＩ１）が確認されている。新期の床面は不明瞭で、炉内の
被熱は微弱、壁際の礫は下位住居の床面より浮いているものも目立つ。以上の事例は、単に同地点へ
の住居の再建と考えることもできるが、後続する構築物が配石を伴う点に注意したい。
　次に、（ハ）に類すると考えられるものである。形態こそ住居に類似するが、実際に居住施設とさ
れたかどうか疑わしい例が該当する。安俵６区Ⅳ遺跡（花巻市東和町）で検出された１号環状列石・
３号環状列石は、内部に石囲炉様の配石を伴っている。１号環状列石においては張出部と見られる集
石部に近いところに位置しており、竪穴住居の炉に類似した配置がされているが、１・３号両方とも
焼土の生成が認められないという特徴がある。同じく柱穴も伴わない。報文は住居の可能性にも言及
しているが、居住施設としての不自然さから「祭祀場」を想定している（註７）。また、板倉遺跡（一関
市大東町）のSI-01住居跡の事例も興味深い。壁際と床面の一部に礫が配された「敷石住居」を思わ
せる遺構である。内部には壁側に寄った位置に石囲炉様の配石を持つ。注目すべきは炉様の石組の内
部に焼土ではなく赤色顔料の広がりが確認されたことである。「炉」の構築ではなく炉の表現を目的
とした行為であることは明らかだろう（註８）。
　以上の事例は、柄鏡形の遺構に、居住施設以外の性質を持ったものが含まれる可能性を示唆してい
る。言い換えれば、居住目的以外の構築物が「住居」を模して造られているかもしれない。とすれば、
本遺跡のRA13を、被葬者の死を契機に築造された「柄鏡住居形」の非居住施設と考えることもでき
そうである。

③敷き均された黄褐色土の意味

　RA13・RB01等の敷土には精選されたⅥ層土が用いられている。該期の表土はⅣ～Ⅴａ層の黒ボク
土であり、鮮やかなⅥ層土を用いた構築物は地表にあって良く映えたことだろう。本遺跡においてこ
のⅥ層土は、これまでに挙げた遺構だけでなく、大形住居RA12の跡地である凹地やフラスコ形土坑
の内部を埋め均すのにも用いられている。黄褐色のⅥ層土を充填する・敷く・盛るという行為には、
何かを封じる、あるいはその面を更新するという意味が込められたようにも思われるのである（註９）。
　RA12跡の凹地にはⅥ層土が厚く埋め均され、その上面に多量の遺物が投棄されていた。鐸形土製品・
円盤状土（石）製品の出土も集中している。また凹地の南～西部では、フラスコ形土坑が落ち際に沿っ
てとりつくように設けられ、内部の北西部には埋設土器が集中していた。本遺跡のフラスコ形土坑は、
形態を見れば貯蔵穴としての機能が考えられるが、内部に大形礫を伴うものが多数認められ、また、
略完形の土器や大形破片が底面壁際から出土する例が複数見られることから、墓壙への転用、あるい
は当初から墓壙として造られたものが含まれている可能性が高いと思われる。このことから、RA12
跡の凹地もまた、送り（葬送）の場として意識されていたと考えられるのである。石井寛氏の教示に
よれば、柄鏡形住居の壁際への埋葬例は多数あるという（註10）。死後の住まいは現世と同じ形態の住居
であるべきという思想と、それを背景にした習俗があったとするならば、大形住居の壁際や内部が埋
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第318図　配石を伴う柄鏡形遺構の比較
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第319図　中期末葉～後期前葉の遺構分布
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葬の場に選択されたことも理解できる。凹地内部に新たな役目を与えたのが黄褐色土の敷き均しでは
なかったか（註11）。
　また、このようにして意味づけられた場所に墓壙や埋設土器が集中する現象からは、「小」が「大」
に取り付くという原理を見てとれないだろうか。埋設土器はフラスコ形土坑跡の凹地へ、フラスコ形
土坑は大形住居跡の凹地へ、そしてそれぞれの集合は、集落内の構築物が全体で形づくる輪（環状配
置）の中へと位置づけられているように思われる。芋田沢田Ⅳ遺跡の構築物群の輪の中にあって、一
際求心力を発揮していたのは、やはりRA13だろう。

④まとめと課題（第319図）
　本遺跡には岩手山起源のものを中心に複数の火山灰が整然と堆積していた。このことは、厚い黒ボ
ク土層の中から検出される該期の遺構群を層位的に検討するのに極めて好都合であった。上に述べた
黄褐色土のあり方も黒色基調の土層面だからこそ明瞭に認識することができたし、もともと礫を含ま
ない土層面に形成された配石遺構からは築造者の意図をくみ取りやすかった。また、該期の遺構同士
の重複も少なく、整然とした集落の全体像を記録することができた。おそらくそう長くは続かなかっ
たムラの一場面を切り取ったような形で目にすることができたのではないかと思う。
　第319図には、縄文時代中期末と後期初頭～後期前葉の遺構分布をそれぞれ抽出して示した。中期
末葉には調査区西縁付近に大形住居と一般住居が列状に並ぶが、後期に入ると調査区中央部を中心
空白域としその周囲を巡る環状配置となった様子が見てとれる。最も内側を巡るのは配石・敷土を
持つRA13・RB01と、これらと同様の明瞭な黄褐色土が敷かれた方形柱穴列RB02 ～ 04である。北西
側ではRA06・07・08など配石痕跡を持つ敷土遺構がこの列に加わっている。炉・柱穴を持つ柄鏡形
の住居跡RA76・77・86はわずかに外側に位置し、調査区内で最も標高の高い北部に３棟がまとまっ
て分布している。空白域の南西側に位置するRB05・07・08、RA10・11・14はやや中心から離れてい
る（註12）。最も外周を巡るのはフラスコ形土坑群である。北東部では弧状に整然と並ぶ様子が見られる
が、南西部ではRA12の周囲に集中している。以上のように、遺構群の分布傾向は概ね把握できたが、
個々の遺構の同時性や先後関係については検討を尽くせなかった。個別の遺構については精査所見に
やや念入りな記載をしたつもりなのでそちらも併せて参照されたい。
　広範に分布する柄鏡形住居との比較、巨大な環状列石との関連性など、本来ならば入念に検討しな
くてはならない課題が山積しているが、時間的な制約からほとんど手つかずのまま報告を終えなけれ
ばならないことは無念の極みである。本遺跡で得られた成果を改めて咀嚼し、機会を得て何らかの愚
見を提示できればと考えている。なによりも本遺跡の調査成果が各方面で活用され、該期の考究に活
かされることを切に願っている。
 （村上）

註１　調査区内で検出された中期末葉の遺構・遺物は、後期のものに比してずっと少ない。北上川に面する調査区以西の斜面
部に該期の遺構分布が展開する可能性がある。本遺跡において、中期末から後期初頭への移行期に人間活動の断絶を挟むのか
については興味深いところだが、根拠に乏しく明らかでない。

註２　当初から、柄鏡形遺構＝住居跡という思い込みが調査者（筆者）にあった。精査の進捗に伴い調査者は次第に懐疑的な
立場へと移行しつつあったが、「柄鏡形住居（敷石住居）は一般住居」とする定説（?）が頭から離れることはなかった。

註３　本体中央の敷土上面には炉を想わせる焼土が生成するが、敷土上面は自然傾斜に沿ってやや大きく傾き（東西両端で約
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50㎝の比高）、また敷土上面において柱穴は検出されなかった。また敷土下面にも床面・焼土・柱穴は存在しない。他の柄鏡
形住居（RA76・同77・86）やRB01等の方形柱穴列ではしっかりとした柱穴が伴うことから、RA13は上屋構造が伴わない構
築物であったと考えられる。詳細はRA13の精査所見を参照されたい。

註４　RB04は上部の流失により遺構範囲全体への敷土は残存しないが、柱穴開口部付近を埋める黄褐色土が確認されている。

註５　RD68では底面の両端に石鏃と異形石器の副葬が確認されている。精査時の印象では、RA13に付属する土坑のうち最も
整った壁面と底面を持っていた。

註６　下嵐江Ⅰ・Ⅱ遺跡では、住居跡とされるSI1・SI2に隣接し、４本柱の方形柱穴列１棟が伴っている。周囲に他の住居跡
は検出されていない。配石を伴う遺構と方形柱穴列からなる構成の最小単位にも思われる。報告書は未刊（岩手県文化振興事
業団埋蔵文化財調査報告書第608集　下嵐江Ⅰ・下嵐江Ⅱ遺跡発掘調査報告書　平成24年度発刊予定）。

註７　報告者は、下位に墓壙を伴わない点からまず「墓地」案を退け、同様に柱穴と炉の焼土がないことを住居と判断しかね
る理由にあげている。

註８　本遺跡の土坑RD24は直径150㎝、深さ10㎝ほどの規模だが、底面壁際に炉を表現したと思われる石組を持っている。石
組内部に被熱痕跡はなく、規模からみても住居としての実用は成さないだろう。住居を模した構築物の可能性を考えたい。

註９　廃絶後の住居が地山土によって埋め戻される現象は「湯沢パターン」の名で知られる。提唱者の三浦謙一はこれを地下
構造物の築造に伴って生じた残土を一括廃棄した結果と考えた。本遺跡RA12跡の凹地に見られた黄褐色土層も、堆積状況か
らみればこの「パターン」に属するだろう。しかし、RA12に近接して分布するRA13・RB01等の構築物への黄褐色土の選択
的な用いられ方をみれば、RA12への地山土の投入が「廃棄」目的とは考えづらい。残土処理が目的ならば黒ボク土と混合し
た部分はどこへ行ったのか、空間（穴や凹地）の充填が目的なら最も手近な表土（黒ボク土）を用いないのはなぜか。長大な
配石遺構で知られる田野畑村館石野Ⅰ遺跡では、早稲田大学が調査した第１号列石遺構において、人為による黄褐色土が配石
の一部を覆う状況が確認されている。本遺跡で確認された「土と石」による構築物に相通ずる事例と考えられる。報文では「黄
褐色土による被覆までが配石構築の手続きの一環であった場合、」と、「故意」による盛り土である可能性に触れながらも、「遺
構掘削による大量の残土が投棄された」ものとするのが「無理のない解釈」だとしている。本遺跡においても該期の大規模造
成の痕跡は見つかっておらず、館石野Ⅰ遺跡と同様、黄褐色土の供給源は、住居・土坑等の掘削に伴う残土に求めるのが自然
ではある。しかし、黄褐色土の供給源がどこにせよ、この行為を為した者の目的と意思は、黄褐色土が運び込まれた先にこそ
あったと考えたい。

註10　石井氏からは本遺跡の柄鏡形遺構の検討に際し実に多くの教示を得た。「柄鏡形遺構は（全て）家屋である」という教
えに反することは心苦しい限りだが、柄鏡形遺構が集落において「核となる施設」であるという点では一致している。柄鏡形
住居の内部に埋葬するという習俗をもとに、（当遺跡においては）核となる埋葬→祭祀施設が住居形をとる必然性があったの
ではないか、と考えるに至ったのである。石井氏には心から感謝申し上げるとともに、今後も是非ご鞭撻を賜りたい。

註11　凹地への埋葬や、凹地の埋め均し行為を理解するためには、人々の意識下に凹地がどう位置づけられていたのかを考え
ねばならない。送りの場であったなら、その者が向かうべきところへの「入口」でもあり、同時に、封じておかねばならない「出
口」でもあっただろう。また、役割を終えた穴が自然の営力によって次第に埋まり、いつしか地面は元通りの姿に戻るという
現象は、再生の象徴ととらえられたかもしれない。とすれば凹地内は現在進行形で再生が進行している特別な力に満ちた場で
もあっただろう。埋め均し行為は、その再生を促進させる（その場所が持つ力を増幅させる）意味を持っていたのかもしれない。

註12　これらはRA13を中心とした、もう一つの環を構成しているようにも見える。
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